
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 月 31 日、コルソホール（浦和）にて「えん罪！JR 浦和電車区事件を風化させずあたり前の労働

運動を推し進める 10.31 集会」を開催し、190 名の仲間が結集しました。 
 

集会では美世志会の７名によるリレートークを行い、2002 年 11 月１日の不当逮捕時の様子や、

自白を強要される生きた心地のしない取調べの様子、不当な懲戒解雇を行った JR 東日本への怒り、

23 年間たたかってきた多くの仲間との連帯、信じ続けてくれた家族への想い、事件を知らない世代

の仲間へのメッセージが語られました。そして３名の参加者から感想と実践､決意が語られました。 
 

日本では戦争のできる体制づくりが急速に進められ、JR 東日本では組織再編や人事・賃金制度の

見直しにより、大きな変化点を迎えようとしています。不当労働行為等を通じてたたかう労働組合を

なきものにしようとする動きに抗し、経営姿勢の本質や真実を見抜く力を養い、あたり前の労働運動

を推し進めることで組織強化・拡大につなげることを全体で確認しました。 

発行責任者 加藤 誠 
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美世志会 

齋藤さん、大澗さん、上原さん、山田さん、梁次さん、八ツ田さん、小黒さん 

※左から５人目は座長（新保中央執行委員） 


